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〔診療余話ユ 一開業医のくりとと
千葉医学会の編集幹事から何か書けとの内意があった
が，私は全くの浅学非才であり，学会という学術的な高
度の機関紙に記述することに抵抗を感じ迷っていたが，
社会が民主化され，表現も自由になったので、私のごとき
ものも書かせて買ってもよいのでないかと思い直し，物
笑いとも思われるがー開業医としてのあれこれを述べて
みたい。
私は長い間医師会の仕事をしており，午後からの時間
は大むね留守をしているので，患者の取扱いは多くはな
い。従って医業経営の面からは独立はできないかも知れ
ないが，幸いに妻が眼科を担当しておるのでまあまあで
ある。ひとりで診療所と医師会の理事を務めている先生
は，人ごとながらさぞ大変だろうと思う。(影の声「あ
いつは好きだからJ)
古き時代は，出身教室から，非常に便宜を計らって貰
ったのだがこの頃は社会の構造の変革もあって，昔並み
には行かない現実である。
これらのことは別として，皆保険での診療の日々はま
た悩みの尽きぬもので，第一看護婦不足の慢性化，しか
も住込みは皆無となりつつあり，ある病院の話では宿舎
が3，.40あるのに，住込んでいるのはわずか数人とのこ
とである。世間には労働基準法があって 1日8時間労働
とか，週休 2日制とかいわれているが，医者は人間扱い
にされないのであろうか。医者は「病気をするなJrね
るなJrめしも食うな」を強要する社会， ジャーナリズ
ムの論調はどうであろう。加うるに医療報酬については
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最高の医学を要求して，最低の報酬を以てする。さらに
万が一，診療に不満をもっ患者は紛争を起こし，巨額の
補償を要求する。もとより医師は， ピポクラテスの教
示，シュパイツアーの心をもって常に医学，医術の道を
精進し，百発百中の正確さを心掛くべきは理の当然であ
り，そうした医の倫理を溜養しつづけねばならない。三
輪徳寛先生の「獅膳鷹目行女子手」は，医を志す者の片
時も忘れてはならない金言であり，私は千葉大学医学部
第一外科のはしくれにいることを誇りに思い，しあわせ
である。
私も零細開業医として既に 25年を経過したが，社会
構造の変化に併う疾病構造も変って，診断技術も「黙っ
て座ればピタリと当る」式から，コンピューターを導入
し，エレクトロニクスを応用する近代医療へと進み，疾
病治療から，健康保持増進のための予防医学の概念の展
開が求められてきた。このような背景における個人医療
機関のあり方，特に医療器械の工学化を踏まえて，医療
全般に亘る組織化と限度を考えなくてはならない時点、に
あると，つくづくと考えさせられることである。
「しもやけも診られぬ G.N.P.の高さかな」
さきに行なわれた保険医総辞退も，このような国民医
療のあるべき姿を広く国民の前に白書として提示したの
であって，あすの糧を求めてのことではなかったと信じ
ている。
迷えるー開業医の声として，貴重なるページを与えら
れたことに感謝する。 
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